
「第１・２回 大規模水害対策ワークショップ」

成

資料－２

中間成果の確認
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（１） 「大規模水害対策ワークショップ」の概要

背景とねらい
＜背景＞

全国各地で大規模水害が発生している。

地球温暖化に伴う気候変化の影響により大規
模水害の発生が懸念される。

大規模災害を想定して香川地域継続計画の検
討が進められている。

＜本ワークショップの位置付け＞

大規模水害発生後の“地域の生き残り計画”

検討組織と役割（３つの組織）
ワークショップ（事務局：国交省）

：検討のための意見集約・情報共有

検討会（事務局：国交省）：とりまとめ書」の検討

協議会（事務局：香川大学）：連携・サポート

・大規模水害対策ワークショップ（ワークショップ）
・大規模水災害に適応した対策検討会（検討会）
・香川地域継続検討協議会（協議会）

ワークショップの対象
土器川流域：国管理の区間（河口～常包橋上流）

について、“住民目線”で議論する先進的な
取り組み

大規模水害に着眼し、“上下流の地域が一
体”となって広域的に議論する“全国でも初
めて”の取り組み

＜本ワークショップのねらい＞

土器川流域において、“水害に強いまちづく
り”を目指した流域・地域で一体となった大
規模水害対策を推進

流域住民等の意見集約、情報共有、共通認識
の醸成

土器川流域：国管理の区間（河口 常包橋上流）

検討対象の水害：堤防の決壊に伴う大規模水害

・土器川では大正元年に発生

・近年、他県で実際に発生
（H24年7月九州北部、 H16年7月新潟・福島、ほか）

第１回ワークショップ会場の様子
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活動項目
平常時 災害警戒期

2～3日間
応急対策期
約10日間

復旧・復興期
約10日以降

施設の点検・整備

防災体制の準備・確保

時間の経過 堤防決壊

災害への備え不足 被災直後 その後困ることの分類

緊
急

（２） 大規模水害の想定におけるタイムテーブル

防災体制の準備・確保

情報の収集・伝達

水防・警戒活動

避難誘導活動

救出・救護活動

救援活動

土木施設応急復旧 本格復旧へ移行

ライフライン施設応急復旧

水害廃棄物等の処理

急
活
動
期

3

第２回ワークショップ
◆緊急活動内容を踏まえ“特に困ること”

と“地域の生き残りのアイデア”を抽出

第１回ワークショップ
◆いろいろな立場から“困ること”

を抽出

⑤地域機能支障
（困ること）平面図

⑥緊急活動内容を図示

⑤地域機能支障
（困ること）平面図

⑥緊急活動内容を図示

①被害想定（最大浸水深図
・時系列浸水深図）

②被害指標～浸水深の関係

①被害想定（最大浸水深図
・時系列浸水深図）

②被害指標～浸水深の関係

（３） これまでのワークショップ実施内容
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◆“困ること”意見分類・整理表
被害指標に基づいて意見を分類・整理

⑥緊急活動内容を図示⑥緊急活動内容を図示

③被害想定・内容を図示

④“困ること”意見を抽出

③被害想定・内容を図示

④“困ること”意見を抽出 ⑦“特に困ること” “アイデア”意見を抽出⑦“特に困ること” “アイデア”意見を抽出

◆“特に困ること”意見分類・整理表
◆“アイデア”意見分類・整理表

緊急活動（災害発生直後に防災関係機
関が緊急に行う活動）のイメージ

被災地

国

県

市町

関係機関



（４） 大規模水害対策ワークショップ検討の流れ

検討の場 情報共有（図化） 意見出し（ＷＳ）

第１回

ＷＳ

被害想定（堤防決壊を想定した最
大浸水深図等）

被害の内容（具体的に起こること
を図化）

いろいろな立場から被害の内容に応
じて困ることを抽出

上記のＷＳ検討を踏まえ、一般的
な大規模災害が発生した際に行わ

上記の困ることの掘り下げ（左記の
活動によれば 困ることに対応でき

7/28
実施

8/31
実施

第２回

ＷＳ

な大規模災害が発生した際に行わ
れる活動の内容（具体的に活動す
ることを図化）

活動によれば、困ることに対応でき
るのか）

地域の生き残りのアイデアを抽出

第３回

ＷＳ

上記のＷＳ検討を踏まえ、土器川
の大規模水害に対する地域機能継
続案（適応策案）を作成・提示

適応策の効果分析結果（対策前と
対策後の比較図）

上記のアイデアの掘り下げ（左記の
適応策によれば、“水害に強いま
ち”に成り得るのか）

・ 事前対策（予防活動）
・ 応急対策（緊急活動）
・ 復旧・復興対策
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今回
実施

１）ワークショップ中間成果の確認

①情報共有：これまでの情報の再確認、台風18号水害事例など

②被害の時系列変化を踏まえたふり返り

・被害（浸水区域）時系列変化の図示・把握【透明シート】

・特に困ること（施設）の図示・具体化【旗立て、付箋紙】

５０分

(１５分)

(３５分)

２）ワークショップ検討 ４５分

＜休憩＞ １０分

（５） 本日のワークショップの進め方
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①検討の進め方

②ワークショップ実施 【意見カード】【透明シート】

＜検討テーマ＞：私たちの大規模水害対策

・「水害に強いまちづくり」「地域の生き残り」のために、
特に必要な対策は何か、優先的に対応すべき対策は何か

３）本日のふり返り

①テーブル発表 ②本日のまとめ

③ワークショップ全体講評 ④参加者の感想

３０分

( ５分)

(４０分)



情報共有（資料－４：情報共有ツールのおさらい）

①大規模水害による被害発生の目安（浸水深）

②平成25年台風18号による水害事例

③土器川における危険な水位の情報③土器川における危険な水位の情報

④堤防決壊による氾濫水の拡散過程
（浸水深の時系列変化）

⑤大規模水害における緊急活動の内容

⑥大規模水害対策のアイデア効果事例
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①大規模水害による被害発生の目安（浸水深）
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③土器川における危険な水位の情報
(1)祓川橋（土器川河口から約13.1k付近）における危険水位の把握
右岸 左岸

計画高水位

祓川橋横断図（河口より13.1k付近）

丸亀危険水位4.6m

 土器川

祓川橋

戦後最高水位
4.5m

（H16.10洪水）

祓川橋（河口より13.1k付近）に
設置している量水板

まんのう危険水位4.3m

(2)河川水位情報の提供事例

20
NHK放映事例：桂川の河川水位状況

（平成25年台風18号）

国土交通省CCTV映像の放映事例

土器川のCCTV映像（例）
（平成16年台風23号）

祓川橋左岸

 土器川

祓川橋

土器川の
河川空間監視
カメラ（ＣＣＴＶ）

設置している量水板

丸亀橋左岸

 土器川

丸亀橋

④堤防決壊による氾濫水の拡散過程（浸水深の時系列変化）

21資料－４：情報共有ツール「９．各テーブルの浸水深の時系列変化図」P.108～122参照



⑤大規模災害における緊急活動の内容
※防災関係機関（指定行政機関、地方公共団体、指定公共機関）が行うべき

応急対策活動

①災害対策本部の設置

②救助・救命活動

③医療活動

④緊急輸送のための交通の確保・緊急輸送活動(がれき処理など）

⑤浸水地区での緊急排水活動（ポンプ排水）

⑥避難者等への対応（物資の調達・供給、応急収容活動）

⑦災害時要援護者（高齢者、幼児など）に対する支援

⑧保健衛生、防疫等に関する活動（トイレ対策、ゴミ対策など）

⑨防災情報の収集・伝達（画像データ収集、マスコミ連携など）

⑩社会秩序の確保・安定（治安の悪化防止）

⑪広域連携・支援体制の確保（民間企業との応援協定など）

⑫基幹交通網の確保（重要な路線・拠点の早期復旧）

⑬行政、民間企業等の業務・事業継続性の確保
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地域機能支障(困ること)＋緊急活動 平面図
⑤大規模災害における緊急活動の内容
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緊急排水活動が行えた場合
• 堤防決壊地点：右岸3.2k 

排水施設が稼働せず

ケース１（ポンプ運転：無、ポンプ車：無）

排水施設が全て稼働

ケース２（ポンプ運転：有、ポンプ車：有）

● ポンプ場

浸水深図
堤防決壊後１８時間

浸水深図
堤防決壊後１８時間

⑥大規模水害対策のアイデア効果事例
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緊急活動

● ポンプ場
● ポンプ車

・ポンプ運転：3箇所（30.3m3/s）
・ポンプ車 ：10台（20m3/s）

【効果】 ・浸水区域が縮小される。

・浸水継続時間が抑制される。

【影響】 ・操作者の安全性が低い。

浸水区域が縮
小される箇所

50km圏内100km圏内

四国地方における排水ポンプ車の配備状況

松山河川国道事務所
排水ポンプ車：２台

那賀川河川事務所
排水ポンプ車：３台

徳島河川国道事務所
排水ポンプ車：７台

香川河川国道事務所
排水ポンプ車：２台

四国技術事務所
排水ポンプ車：２台

150km圏内

⑥大規模水害対策のアイデア効果事例

注）国土交通省事務所の管理台数を示す。
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大洲河川国道事務所
排水ポンプ車：６台

中村河川国道事務所
排水ポンプ車：４台

高知河川国道事務所
排水ポンプ車：６台 排水ポンプ車（国土交通省）

・全国：３４１台

・四国：３２台

・香川県内：４台



排水門が通常に機能した場合

排
水
門
が
故
障

堤防決壊後3時間 堤防決壊後６時間 堤防決壊後９時間 堤防決壊後12時間

清
水
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子
川

清
水
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子
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清
水
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子
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清
水
川古

子
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⑥大規模水害対策のアイデア効果事例
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排
水
門
が
機
能

堤防決壊後3時間 堤防決壊後６時間 堤防決壊後９時間 堤防決壊後12時間

【効果】 ・浸水区域が縮小される。 【影響】 ・操作者の安全性が低い。

・避難時間が長く確保できる。

清
水
川古

子
川

清
水
川古

子
川

清
水
川古

子
川

清
水
川古

子
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堤防決壊後3時間
から排水門が開く

浸水区域が縮
小される箇所

粘り強く堤防が機能した場合
河川
水位

堤防決壊
①

堤防越水～決壊
②

②氾濫量【小】

②堤防決壊時の
インパクト【大】

⑥大規模水害対策のアイデア効果事例
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時間

・避難時間の確保
・氾濫量の軽減

【効果】

①氾濫量【大】

氾濫量 ：①＞②
インパクト：①＜②

・堤防決壊時のインパクト
が大きい

【影響】

①堤防決壊時のインパクト【小】



氾濫水を河川に戻した場合
霞堤が現況 霞堤から河川に戻す

⑥大規模水害対策のアイデア効果事例
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【効果】 ・浸水区域が大幅に縮小される。

【影響】 ・霞堤上流側の浸水深が深くなる。

拡大図 拡大図

浸水深が深
くなる箇所

“被害の時系列変化”を踏まえたふり返り

①“被害（浸水区域）時系列変化” の図示・把握

②“特に困ること（施設）”の図示・具体化

・いつから：堤防決壊後の何時間後に浸水するか

全体検討時間：約３５分間

・いつまで：何時間浸水が継続するか

・どの程度：最大浸水深はどの程度か、

どんな被害が起こるか
（被害指標～浸水深の関係）

・どうする：“アイデア”は効果的か
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①“被害（浸水区域）時系列変化” の図示・把握

• 堤防決壊後の被害（浸水区域）の時系列変化を図示する。
• どのように被害が広がるのか、もう一度、確認してみる。

検討時間：約１５分間

①浸水深の時系列変化図
（資料－４ P.108～122）

①浸水深の時系列変化図
（資料－４ P.108～122）

②被害（浸水区域）時系列変化の図示
（透明シートに記入）

②被害（浸水区域）時系列変化の図示
（透明シートに記入）

堤防決壊後 堤防決壊後

テーブル図面模造紙模造紙
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３０分

堤防決壊後
１時間

堤防決壊後
２時間

堤防決壊後
３時間

６時間

堤防決壊後
９時間

堤防決壊後
１２時間

堤防決壊後
１５時間

３０分後

１時間後

３時間後

６時間後

堤防決壊時点

②“特に困ること（施設）”の図示・具体化
検討時間：約２０分間

＜検討手順＞

１）水害により“特に困ること
（特に重要な施設）”を選定
し、図面に旗（施設名、氏名
を記入）を立てる

病院
(山本)

“特に困ること（特に重
要な施設）”に旗立て
（施設名、氏名記入）

• 特に困ること（施設）を図示し、困ることの対象施設を特定する。
• 対象施設について、具体的に、どんな状況・被害が起こるかを再確認する。
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を記入）を立てる。

・特に困ること（施設）の絞り込み

２）被害の過程と程度を把握。
（付箋紙に記入し、貼り付け）

・堤防決壊後の何時間後に浸水するか

・何時間浸水が継続するか

・最大浸水深はどの程度か

・どんな被害が起こるか

３）これまでの意見をふり返る。

・“アイデア”は効果的か

(山本)

＜付箋紙＞
・２時間後に浸水
・２４時間以上、浸水が継続
・最大約３ｍ浸水

・ライフライン被害、床上浸水、
車両通行不可、孤立など

設 、氏


